
いばらき県議会だより No.1932015年（平成27年）11月1日（日曜日） 4

議
員　

本
県
が
常
に
自
治
体
に
お
け
る

結
婚
支
援
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
い
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
、
本
県
の
結
婚
支
援

の
充
実
強
化
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
や
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
ほ
か
、
先
進
的
な
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
く
。ま
た
、マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
増
員
や
資
質
向
上
を
図
る
ほ
か
、
市

町
村
間
の
連
携
な
ど
に
取
り
組
み
、
結

婚
支
援
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

教
員
の
資
質
向
上
無
し
に
は
、

本
県
教
育
の
質
の
向
上
は
あ
り
得
な

い
。
教
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

教
員
と
し
て
の
真
の
力
量

を
見
抜
く
人
物
重
視
の
選
考
と
な
る

よ
う
、
採
用
試
験
の
積
極
的
な
改
善
を

行
い
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
最
新
の
教
育
事
情
を
踏
ま
え
た

教
員
研
修
の
充
実
強
化
を
図
り
、
教
員

の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

利
根
町
に

お
け
る
水

田
の
基
盤

整
備
事
業
、

北
浦
川
の

整
備
な
ど

も
質
問
）

議
員　

昨
年
、「
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
歩
み
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め

の
茨
城
県
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
茨
城
国
体
に
お
い
て
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
選
手

な
ど
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
競
技
を

実
施
で
き
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

各
競
技
会
終
了
後
の
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
本
県
選
手
と
健
常
者
が
一
体

と
な
っ
て
対
戦
す
る
競
技
種
目
を
設
け

ら
れ
る
か
な
ど
、
競
技
団
体
や
会
場
地

市
町
村
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員　

百
里
基
地
と
協
力
し
、
空
港
、

基
地
、
空
の
え
き 

そ
・
ら
・
ら
の
周

遊
コ
ー
ス
を
つ
く
る
こ
と
で
、
空
港
来

場
者
の
増
加
が
図
れ
る
と
考
え
る
が
、

空
港
活
性
化
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

企
画
部
長　

周
遊
に
つ
い
て
、
小
美
玉

市
や
基
地
と
も
連
携
し
、
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
提
案
や
空
港
ビ
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
検
討
す
る
。
今
後
と
も
、
多
く
の
方

に
航
空
機
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
空
港
に
お
け
る
賑
わ
い
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

道
紅
葉
石
岡

線
、
県
道
上

吉
影
岩
間
線

の
整
備
な
ど

も
質
問
）

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

議
員　

働
く
女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め

に
は
、
家
庭
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環

境
の
整
備
と
と
も
に
、
男
女
が
互
い
に

認
め
合
い
な
が
ら
意
識
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

就
業
継
続
を
可
能
と
す
る
環
境
の
整
備

や
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
意
識

向
上
に
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
。

ま
た
、
男
性
の
育
児
参
画
を
促
進
す
る

な
ど
仕
事
上
の
不
安
を
解
消
し
、
女
性

の
働
く
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

国
道
三
五
四
号
土
浦
バ
イ
パ
ス

は
、
未
整
備
の
二
車
線
区
間
が
あ
り
渋

滞
が
激
し
い
が
、
土
浦
協
同
病
院
の
開

院
に
よ
り
さ
ら
に
大
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
。
四
車
線
化
整
備
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

事
業
区
間
の
東
側
約
半
分

は
四
車
線
化
が
完
了
し
た
。
続
く
常
磐

線
跨
線
橋
を
含
む
約
七
百
メ
ー
ト
ル
区

間
は
、
残
る
用
地
取
得
に
努
め
、
今
年

度
は
用
地
確
保
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
工

事
を
進
め
る
。
さ
ら
に
西
側
に
続
く
区

間
は
、
来
年
度
工
事
に
着
手
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、

レ
ン
コ
ン
産

地
の
生
産
振

興
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
躍
な
ど

も
質
問
）

議
員　

共
用
空
港
と
し
て
の
課
題
は
あ

る
と
思
う
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
多
く
の
訪
日

客
が
見
込
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に

活
か
す
べ
き
と
考
え
る
。
チ
ャ
ー
タ
ー

便
を
含
め
た
国
際
線
の
誘
致
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

国
際
線
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

は
、
防
衛
省
な
ど
と
の
協
議
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線
の
拡
大
を
望
む

声
や
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
し
、
国
へ
の
働
き
か
け
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
。

議
員　

県
道
結
城
野
田
線
の
東
側
に

当
た
る
境
岩
井
バ
イ
パ
ス
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
西
側
に
つ
い
て
も
優
先
し

て
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

西
側
の
バ
イ
パ
ス
整
備

に
つ
い
て
は
、
物
流
の
効
率
化
な
ど
一

定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
多
額

な
事
業
費
が
必
要
に
な
る
と
い
っ
た

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
区
間
の

進
捗
や
周
辺
の
交
通
状
況
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
、
事
業
化
の
検
討
を
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
子

ど
も
・
若
者
支

援
地
域
協
議
会

の
設
置
、
児
童

虐
待
へ
の
対
応

な
ど
も
質
問
）

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出  

一括方式

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出

一括方式

安藤　真理子 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出  

一括方式

国
道
三
五
四
号

土
浦
バ
イ
パ
ス
の
整
備

結
婚
支
援
の
充
実
強
化

教
員
の
資
質
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

茨
城
国
体
へ
の
障
が
い
者
の
参
加

国
道
三
五
四
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備

女
性
の
活
躍
推
進

茨
城
空
港
へ
の
国
際
線
の
誘
致

茨
城
空
港
の
活
性
化

　

本
県
を
含
む
原
子
力
発
電
関
連
施
設
が
立
地
す
る
、
十
三

道
県
議
会
の
議
長
で
構
成
さ
れ
る
「
原
子
力
発
電
関
係
道
県

議
会
議
長
協
議
会
」
が
七
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
に
お
い
て
会
長
県
が
本
県
か
ら
福
井
県
に
変
わ

る
と
と
も
に
、
同
日
、
本
県
の
細
谷
典
幸
議
長
を
含
む
協
議

会
会
員
議
長
は
、
高
木
陽
介
経
済
産
業
副
大
臣
の
ほ
か
、
谷

垣
禎
一
自
民
党
幹
事
長
お
よ
び
池
田
克
彦
原
子
力
規
制
庁
長

官
を
訪
問
し
、
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
な
ど
に
関
す
る
要

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
請
に
お
い
て
、
細
谷
議
長
は

原
発
事
故
な
ど
に
よ
り
本
県
の
観

光
や
漁
業
が
風
評
を
払
拭
し
切
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
国
が
先
頭

に
立
っ
て
安
全
性
に
つ
い
て
の
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
求
め
た
の
に
対
し
、
高
木
副
大

臣
は
「
国
を
挙
げ
て
風
評
被
害
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
関
係
道
県
議
会
議
長

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

いばらき出会いサポート
センターでのお見合いの様子

キャリアアップ講座の様子

トラックを疾走する車いすランナー

茨城空港に就航している国際線

高木陽介経済産業副大臣（右から3人目）に
要請書を手渡す細谷典幸議長（右から1人目）

一般質問（要旨）

９
月
14
日︵
月
︶

　

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥　

　
　
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

　

安あ
ん
ど
う藤　

真ま

り

こ
理
子　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

島し
ま
だ田　

　

幸こ
う
ぞ
う三　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
15
日︵
火
︶

　

髙た
か
は
し橋　

　

勝か
つ
の
り則　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ　

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

中な
か
む
ら村　

　
　

修
お
さ
む　

　
　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
16
日︵
水
︶　

　

上う
え
の野　

　

高た
か
し志　

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

石い
し
だ田　

　
　

進
す
す
む　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
17
日︵
木
︶

　

岡お
か
だ田　

　

拓た
く
や也　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊　

　
　
︵
民　
　

主　
　

党
︶

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者


